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1 はじめに 

1.1 本書の読み方 

1.1.1 略称について 
本書に記載されている名称は、下記の略称を使用しています。 

Microsoft® Windows Vista® operating system 日本語版  ：Windows Vista 

Microsoft® Windows 7® operating system 日本語版   ：Windows 7 

Microsoft® Windows 8® operating system 日本語版   ：Windows 8 

Microsoft® Windows 8.1® operating system 日本語版  ：Windows 8.1 

 

1.1.2 商標について 
Canon、Canon ロゴ、iR、imageRUNNER、imagePRESS、Satera、LBP、MEAP、imageWAREはキヤノン株式

会社の商標または登録商標です。 

Microsoft、Windowsは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。 

Oracle と Java は、Oracle Corporation 及びその子会社、関連会社の米国及びその他の国における登録商標で

す。 

その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。 

 

1.2 システム概要 

キヤノン製複合機（imageRUNNER ADVANCE（以下複合機））で、アドバンスドボックスに保存されたファイルを

自動的に整頓するツールです。アドバンスドボックスの仕様で、１フォルダー内に保存可能なファイル（フォルダー）

数の上限が1000ファイルという制限により、ファイルが保存できなくなるケースがあるため、本ツールにて定期的に

フォルダーを監視し、サブフォルダーへファイルを移動します。また、本ツールにて移動されたフォルダー名を基に保

持期間が過ぎたフォルダーを削除します。 

 

1.3 本書の対象読者 

本書は、複合機にファイル自動整頓ツールをインストールされる方向けの設置手順書です。 
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1.4 注意事項 

・ 本ツールの複合機への導入にあたっては、インストール用のPCが必要になります。複合機へ通信可能なイ

ンストール用 PC をご用意ください。 

・ 管理者設定画面は複数のブラウザから操作しないでください。 

・ 本ツールは本体内のアドバンスドボックスに対してのみ監視を行い、他の複合機のアドバンスドボックスを監

視することはできません。 

・ アドバンスドボックスへのアクセス時にSMB認証を行う場合は、複合機本体のSMBサーバー設定の「SMB

サーバーを使用」及び、SMB 認証設定の認証タイプ「NTLMv2」の設定を ON にする必要があります。 

・ アドバンスドボックスのフォルダーにアクセスする際のパス文字列は最大 128 文字までとなります。 

・ アドバンスドボックス内にファイル・フォルダーを保存した場合やファイル名を変更した場合はファイル・フォルダ

ーの作成日時、更新日時が変更されます。本ツールにより移動したファイルの作成日時、更新日時も同

様に移動した日時へ変更されます。 

・ 本ツールの監視フォルダー設定で監視先に個人フォルダーを設定する場合、あらかじめアドバンスドボックス

のユーザーアカウントの登録と個人スペースの作成を行う必要があります。 

・ 移動先のサブフォルダー内に既に同じ名前のファイルが存在する場合は移動できません。 

 

1.5 ファイル格納通知ツールと併用する場合の注意事項 

・ ファイル格納通知ツールの監視前に、本ツールの監視処理が実行された場合、設定によってはファイル格

納通知ツールの通知より前にファイルが移動され、正常に通知ができない場合があります。この場合は本ツ

ールの基本設定にてファイルの移動待機時間を調整してください。 
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1.6 対応機種 

本ツールに対応する機種は以下のとおりです。 

 

◇MEAP 対応 imageRUNNER ADVANCE シリーズ 
 

カラー複合機 
・ imageRUNNER ADVANCE C355 

・ imageRUNNER ADVANCE C3530/C3520 

・ imageRUNNER ADVANCE C5035/C5030 

・ imageRUNNER ADVANCE C5051/C5045 

・ imageRUNNER ADVANCE C5240/C5235 

・ imageRUNNER ADVANCE C5255/C5250 

・ imageRUNNER ADVANCE C5540/C5535 

・ imageRUNNER ADVANCE C5560/C5550 

・ imageRUNNER ADVANCE C7065/C7055 

・ imageRUNNER ADVANCE C7270/C7260 

・ imageRUNNER ADVANCE C7580/C7570/C7565 

・ imageRUNNER ADVANCE C9075 PRO/C9065 PRO 

・ imageRUNNER ADVANCE C9280 PRO/C9270 PRO 

 

モノクロ複合機 

・ imageRUNNER ADVANCE 4045/4035/4025 

・ imageRUNNER ADVANCE 4245/4235/4225 

・ imageRUNNER ADVANCE 4545/4535/4525 

・ imageRUNNER ADVANCE 6075/6065/6055 

・ imageRUNNER ADVANCE 6275/6265/6255 

・ imageRUNNER ADVANCE 6575/6565/6560/6555 

・ imageRUNNER ADVANCE 8105 PRO/8095 PRO/8085 PRO 

・ imageRUNNER ADVANCE 8295 PRO/8285 PRO/8205 PRO 

・ imageRUNNER ADVANCE 8595/8585/8505 

 

1.7 対応 OS・ブラウザ 

◇対応 OS 
・ Windows Vista SP2 

・ Windows 7 

・ Windows 8 

・ Windows 8.1 

・ Windows 10 

 

◇対応ブラウザ 
・ Internet Explorer 8 

・ Internet Explorer 9 

・ Internet Explorer 10 

・ Internet Explorer 11 
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1.8 用語について 

用語/略称 説明 

MEAP MEAP とは Multiｆunctional Embedded Application Platform の略で、複合機などの

周辺機器に組み込まれるソフトウエアプラットフォーム。 

Java(J2ME=Java2 Platform Micro Edition)Platform 環境を基礎にしており、その上

で Java Application(MEAP Application)を実行可能としたものです。 

複合機 キヤノン製複合機 imageRUNNER/ imageRUNNER ADVANCE/imagePRESS の総称 

SecurityAgent サービス 複合機から送信される認証情報を元に、ActiveDirectory に対して認証処理を行う

複合機本体付属の Windows サービス。 

キーボード認証時に使用されます。 

SMS 

（Service Management 

 Service） 

Web ブラウザを利用してネットワーク経由で複合機にアクセスし、MEAP アプリケーション

のインストールや管理を行う複合機本体付属のソフトウェア。 

使用方法については複合機本体付属のマニュアル「MEAP アプリケーション管理機能

ガイド」を参照してください。 

SMB プロトコル ネットワーク上のコンピューター間の通信プロトコルで、Windows ネットワークもこれを利用

しています。ファイルサービスやプリントサービスを実現するためのネットワークプロトコルで

す。 

ＮＴＬＭv2 認証 Windows でネットワーク・ログオン時などに使われる認証方式の一つ。 

ファイル格納通知ツール キヤノンのホームページから無償でダウンロード可能なソフトウェアです。 

ネットワーク上の複合機からSEND機能を使って送信したファイルをクライアント PCが受

信・格納したときに、PC のディスプレイ上に通知するツールです。 

ファイルが送信されたことを音やバルーンなどでお知らせするので、他の業務に専念するこ

とができます。またログを保存することもできるので、あとから履歴を確認することができま

す。 

アドバンスドボックス 本体に標準搭載されている HDD の領域を利用し、SMB または WebDAV プロトコルに

てファイル共有を実現します。 
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2 事前準備 

2.1 インストールの準備 

2.1.1 インストールファイルの確認 
複合機にファイル自動整頓ツールを導入するためには、以下のファイルが必要です。 

 

■インストール時に必要なファイル 

 

※上記ファイル名は実際のファイル名と異なる場合があります。 

 

2.1.2 インストール用クライアント PC 
ファイル自動整頓ツールの“アプリケーションファイル” および “ライセンスファイル”の複合機へのインストール

作業は、Webブラウザから専用のインストールページ“Service Management Service（以下SMS）”を利用し

て行います。 

対象複合機と同一ネットワーク上に存在し、Webブラウザを利用できるPCが必要となります。 

2.1.3 ライセンスファイルの入手 
複合機へのファイル自動整頓ツールのインストールは、管理対象とする全ての複合機に対して行う必要があ

ります。管理対象とする全ての複合機に有効なライセンスファイル、または、複合機台数分のライセンスファイ

ルを入手してください。 

2.1.4 複合機 AMS 環境の確認 
本ツールはAMS環境でご利用頂けます。 

 

【AMS環境確認方法】 

① AMSに対応した認証アプリケーションが動作している。 

（現在お使いの認証アプリケーションがAMSに対応しているかは、対象の認証アプリケーションのマニュア

ルでご確認ください。） 

※①に当てはまらない場合は非AMS環境となりますので、②以降の確認は不要です。 

② 複合機のカウンタキーを押し、［カウンター確認］画面を表示します。 

③ デバイス構成確認ボタンを押し、［デバイス構成確認］画面を表示します。 

④ デバイス構成の中に「ACCESS MANAGEMENT SYSTEM」と表示があれば、対象の複合機はAMS環

境になります。 

 

 

 

 説明 入手方法 

advbox_file_arrange_x.x.x.jar 
アプリケーションファイル 

（x.x.x はバージョン番号） 
インストール CD 

licence.lic ライセンスファイル ※別途入手してください。 
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2.2 複合機の設定（アドバンスドボックスへのアクセス時に SMB 認証を行う場合） 

アドバンスドボックスへのアクセス時に SMB 認証を行う場合は、以下の手順に従って複合機の設定変更を実施し

て頂く必要があります。 

 

１． Web ブラウザを立ち上げ、複合機の保持する Web ページへアクセスします。 

「http://複合機の IP アドレス」 

 

以下のログイン画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 下記情報を入力し［ログイン］ボタンを押すと、リモート UI のページが表示されます。 

 

項目 内容 備考 

ユーザー名 Administrator 大文字・小文字を区別します。 

パスワード password（初期値） 大文字・小文字を区別します。 

ログイン先 このデバイス  

 

※パスワードは、お使いの環境によって異なる場合があります。 

お使いの環境のパスワードは事前にご確認ください。 

 

 
 

 
 

 

ログインできないときは・・・ 
■Web ブラウザからログインを行うには「Java2 Runtime Environment Standard Edition 1.4 以上

が PC にインストールされている」必要があります。 

(インストールされていない場合は Sun Microsystems 社のサイトにて最新版の JavaVM(Virtual 

Machine)をインストールしてください。) 

※Java2 Runtime Environment（以下 JRE）の不具合により、JRE6 Update4 及び、Update5 で

は正常に動作いたしません。最新版の JavaVM をインストールしてください。 

 

画面が表示されないときは・・・ 
■お使いの OS が Windows Server 2003 のようにセキュリティ強化が図られている場合、コンテンツ

のブロックが行われページにアクセスできません。その場合お使いの InternetExploreｒにて「イント

ラネットに信頼済みサイトとして登録する」必要があります。 
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３． 「設定/登録」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 「設定/登録」画面を表示します。「ネットワーク」-「SMB サーバー設定」を押します。 
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５． 「SMB サーバーを使用」、「SMB 認証を使用」「認証タイプ：NTLMv2」にそれぞれチェックを入れます。[OK]

ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ サーバー名、ワークグループ名には全角文字を利用しないでください。 

※ 認証タイプ「NTLMv1」の設定は任意です。 
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６． 「ファイル保存/利用」－「アドバンスドボックス設定」を押します。「詳細設定」を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７． 「外部公開設定」を「ＳＭＢで公開」にします。「個人スペースの作成を許可」、「認証管理」にそれぞれチェ

ックを入れます。「保存許可ファイル形式」を「すべて」にします。[ＯＫ]ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８． 複合機の再起動をします。 

以上でインストールの準備は完了です。続けてファイル自動整頓ツールのインストールを実施してください。 
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2.3 複合機の設定（アドバンスドボックスへのアクセス時に SMB 認証を行わない場合） 

アドバンスドボックスへのアクセス時にSMB認証を行わない場合は、以下の手順に従って複合機の設定変更を実

施して頂く必要があります。 

 

１． Web ブラウザを立ち上げ、複合機の保持する Web ページへアクセスします。 

「http://複合機の IP アドレス」 

 

以下のログイン画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 下記情報を入力し［ログイン］ボタンを押すと、リモート UI のページが表示されます。 

 

項目 内容 備考 

ユーザー名 Administrator 大文字・小文字を区別します。 

パスワード password（初期値） 大文字・小文字を区別します。 

ログイン先 このデバイス  

 

※パスワードは、お使いの環境によって異なる場合があります。 

お使いの環境のパスワードは事前にご確認ください。 

 

 
 

 
 

ログインできないときは・・・ 
■Web ブラウザからログインを行うには「Java2 Runtime Environment Standard Edition 1.4 以上

が PC にインストールされている」必要があります。 

(インストールされていない場合は Sun Microsystems 社のサイトにて最新版の JavaVM(Virtual 

Machine)をインストールしてください。) 

※Java2 Runtime Environment（以下 JRE）の不具合により、JRE6 Update4 及び、Update5 で

は正常に動作いたしません。最新版の JavaVM をインストールしてください。 

 

画面が表示されないときは・・・ 
■お使いの OS が Windows Server 2003 のようにセキュリティ強化が図られている場合、コンテンツ

のブロックが行われページにアクセスできません。その場合お使いの InternetExploreｒにて「イント

ラネットに信頼済みサイトとして登録する」必要があります。 
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３． 「設定/登録」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 「設定/登録」画面を表示します。「ネットワーク」-「SMB サーバー設定」を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 12 - 
Copyright Canon Marketing Japan Inc. 2017 

 

５． 「SMB サーバーを使用」にチェックを入れ、「SMB 認証を使用」のチェックを外します。[OK]ボタンを押しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ サーバー名、ワークグループ名には全角文字を利用しないでください。 
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６． 「ファイル保存/利用」－「アドバンスドボックス設定」を押します。「詳細設定」を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７． 「外部公開設定」を「ＳＭＢで公開」にします。「認証管理」のチェックを外します。「保存許可ファイル形式」

を「すべて」にします。[ＯＫ]ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８． 複合機の再起動をします。 

以上でインストールの準備は完了です。続けてファイル自動整頓ツールのインストールを実施してください。 
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2.4 個人フォルダーの作成方法 

アドバンスドボックスへのアクセス先として個人フォルダーを利用する場合は、以下の手順に従って個人フォルダーを

作成して頂く必要があります。個人フォルダーの作成はアドバンスドボックスへのアクセス時に SMB認証を行う場合

のみ可能です。 

 

１． Web ブラウザを立ち上げ、複合機の保持する Web ページへアクセスします。 

「http://複合機の IP アドレス」 

 

以下のログイン画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 下記情報を入力し［ログイン］ボタンを押すと、リモート UI のページが表示されます。 

 

項目 内容 備考 

ユーザー名 Administrator 大文字・小文字を区別します。 

パスワード password（初期値） 大文字・小文字を区別します。 

ログイン先 このデバイス  

 

※パスワードは、お使いの環境によって異なる場合があります。 

お使いの環境のパスワードは事前にご確認ください。 

 

 
 

 
 

ログインできないときは・・・ 
■Web ブラウザからログインを行うには「Java2 Runtime Environment Standard Edition 1.4 以上

が PC にインストールされている」必要があります。 

(インストールされていない場合は Sun Microsystems 社のサイトにて最新版の JavaVM(Virtual 

Machine)をインストールしてください。) 

※Java2 Runtime Environment（以下 JRE）の不具合により、JRE6 Update4 及び、Update5 で

は正常に動作いたしません。最新版の JavaVM をインストールしてください。 

 

画面が表示されないときは・・・ 
■お使いの OS が Windows Server 2003 のようにセキュリティ強化が図られている場合、コンテンツ

のブロックが行われページにアクセスできません。その場合お使いの InternetExploreｒにて「イント

ラネットに信頼済みサイトとして登録する」必要があります。 
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３． 「アドバンスドボックスのユーザー管理」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 下記情報を入力し［ログイン］ボタンを押すと、「アドバンスドボックスのユーザー管理」のページが表示されま

す。 

 

項目 内容 備考 

ユーザー名 Administrator 大文字・小文字を区別します。 

パスワード password（初期値） 大文字・小文字を区別します。 

 

※パスワードは、お使いの環境によって異なる場合があります。 

お使いの環境のパスワードは事前にご確認ください。 
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５． 「ユーザーの追加」を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６． アドバンスドボックスに接続するためのアカウント情報を入力し、「追加」を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

. 

 

 

 

 

 

 

７． 複合機のメインメニューから「保存ファイルの利用」を押します。 
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８． 「アドバンスドボックス」を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９． ６で作成したアカウント情報を入力して「OK」を押します。 
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１０． 「個人スペースの編集」を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１． 「個人スペースの作成」を押します。 
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１２． 「はい」を押すと個人フォルダーが作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で個人フォルダーの作成は完了です。 
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3 インストールとセットアップ 

 

3.1 SMS（Service Management Service）を利用したインストール方法 

ここでは、複合機に「ファイル自動整頓ツール」をインストールする手順を説明します。 

 

3.1.1 ファイル自動整頓ツールの導入方法 
 

MEAPアプリケーションを管理するツールである「SMS」を利用して、「ファイル自動整頓ツール」のインストール

をします。 

（SMSの詳細については、複合機本体付属のマニュアル「MEAPアプリケーション管理機能」をご覧ください。） 

 

１． 複合機と同一ネットワーク上の PC の Web ブラウザを起動して、アドレスに以下を入力します。 

 

http://複合機の IP アドレス:8000/sms   ※大文字小文字を区別します 

 

 

２． SMS のログイン画面が表示されます。以下の通りパスワードを入力し、［ログイン］ボタンを押します。 

 

パスワード MeapSmsLogin         ※大文字小文字を区別します 

※ 既に複合機が設置済みで別の MEAP アプリケーションがインストールされている場合、上記パスワー

ドでログインできない可能性があります。その場合は、複合機の管理者に確認してください。） 
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３． ログインに成功すると、以下の「MEAP アプリケーション管理」画面が表示されますので、画面左部の

［MEAP アプリケーションのインストール］を押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 以下の「MEAPアプリケーション/ライセンスのインストール」」画面が表示されます。お持ちのアプリケーションフ

ァイル（拡張子「jar」）と、事前に入手したライセンスファイル（拡張子「lic」）を［参照...］ボタンよりそれぞれ選

択し、［インストール］ボタンを押してください。 
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５． 以下の「確認画面」が表示されます。内容を確認し、［はい］ボタンを押して続行します。 

（以下、実際の製品は製品バージョン等下記の内容と異なる場合があります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６． 「MEAP アプリケーション管理」画面の［アプリケーション名］に「File Arrange Tool」が表示されていることを確

認し、［開始］ボタンを押します。 
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７． 「File Arrange Tool」の「状態」が「開始」と表示されていることを確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で、複合機への ファイル自動整頓ツール のインストール作業は終了です。 

引き続き、「4 環境設定」に進んでください。 
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3.2 SMS（Service Management Service）を利用したアンインストール方法 

ここでは、「ファイル自動整頓ツール」を複合機からアンインストールする手順を説明します。 

 

アンインストールを実施する前に、必要に応じて以下のデータをエクスポートしてください。 

①  ログファイル（状況確認画面よりエクスポート） 

②  設定項目ファイル（設定のインポート／エクスポート画面よりエクスポート） 

※ ファイル自動整頓ツールをアンインストールすると上記データはすべて消去されますので、必要な場合は

必ずアンインストール前にエクスポートを行ってください。 

※ 各ファイルの詳細については、運用管理者向けマニュアルをご参照ください。 

 

１． Web ブラウザにて、「http://複合機の IP アドレス:8000/sms」に接続します。 

 

以下の「SMS のトップ画面」が表示されますので、パスワードを入力して［ログイン］ボタンを押します。 

SMS のパスワードの初期値は、「MeapSmsLogin」（大文字・小文字を区別します）で設定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 以下の「MEAP アプリケーション管理」画面が表示されますので、「File Arrange Tool」の「状態」が「開始」の

場合には［停止］ボタンを押してアプリケーションを停止させてください。 
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３． 「File Arrange Tool」の「状態」が「停止」であることを確認します。 

 

 

４． 次に、ライセンスの削除を行います。「アプリケーション名」の「File Arrange Tool」のリンクを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５． 「アプリケーション/ライセンス情報」画面が表示されます。［ライセンス管理］ボタンを押してください。 
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６． 「ライセンス管理」画面が表示されますので、同画面の「ライセンスの無効化」から［無効化］ボタンを押してくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７． 以下の「確認画面」が表示されます。［はい］ボタンを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８． 「ライセンス管理」画面の「無効ライセンスファイルのダウンロード/削除」から［ダウンロード］ボタンを押して、ライ

センスファイルをダウンロードしてください。 

 

９． 次に、同画面で「無効ライセンスファイルのダウンロード/削除」から［削除］ボタンを押してください。 

※［ダウンロード］ボタン、［削除］ボタンは、ライセンスの無効化後に押下可能となります。 
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１０． 以下の「確認画面」が表示されます。［はい］ボタンを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１． ［MEAP アプリケーション管理］を押します。「ライセンス」が「未インストール」であることを確認し、［アンインス

トール］ボタンを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２． 以下の「確認画面」が表示されます。［はい］ボタンを押してください。 
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１３． 「MEAP アプリケーション管理」画面が表示されます。一覧から「File Arrange Tool」が消去されていることを

確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で、アンインストール作業は終了です。 
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4 環境設定 

ここでは、本ツールの個別の環境設定を行う手順を説明します。 

環境設定は、Web ブラウザを用いて行います。 

 

4.1 Web ブラウザからのログイン方法 

認証アプリケーションが動作している時は、Webブラウザからの複合機へのアクセスは必ず認証が行われます。（リ

モートログイン） 

ここでは、Webブラウザからのログイン方法を説明します。 

 

１． Web ブラウザを立ち上げ、複合機の保持する Web ページへアクセスします。 

「http://複合機の IP アドレス」 

 

以下のログイン画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 下記情報を入力し［ログイン］ボタンを押すと、リモート UI のページが表示されます。 

 

項目 内容 備考 

ユーザー名 Administrator 大文字・小文字を区別します。 

パスワード password（初期値） 大文字・小文字を区別します。 

ログイン先 このデバイス  

 

※パスワードは、お使いの環境によって異なる場合があります。 

お使いの環境のパスワードは事前にご確認ください。 
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３． 「管理用アプリケーション」から［ファイル自動整頓ツール］ボタンを押すと、ファイル自動整頓ツールの管理者設

定ページが表示されます。 

 

 

 

 

 

ログインできないときは・・・ 
■Web ブラウザからログインを行うには「Java2 Runtime Environment Standard Edition 1.4 以上

が PC にインストールされている」必要があります。 

(インストールされていない場合は Sun Microsystems 社のサイトにて最新版の JavaVM(Virtual 

Machine)をインストールしてください。) 

※Java2 Runtime Environment（以下 JRE）の不具合により、JRE6 Update4 及び、Update5 で

は正常に動作いたしません。最新版の JavaVM をインストールしてください。 

 

画面が表示されないときは・・・ 
■お使いの OS が Windows Server 2003 のようにセキュリティ強化が図られている場合、コンテンツ

のブロックが行われページにアクセスできません。その場合お使いの InternetExploreｒにて「イント

ラネットに信頼済みサイトとして登録する」必要があります。 
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4.2 アプリケーションの個別設定 

「リモートUI：ポータル」の「管理用アプリケーション」から［ファイル自動整頓ツール］ボタンを押すか、Webブラウザに

て「http://複合機のIPアドレス:8000/cmj/advbox_file_arrange」を入力し、ファイル自動整頓ツールの管理者

設定ページを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ページは画面左の赤枠で囲んだ「メニュー」部分と、画面右の青枠で囲んだ「設定部分」に分けられます。メニュ

ーを押すことで、設定部分がリンクボタンに応じた画面に遷移します。 

 

 

メニュー 内容 

基本設定 監視を実行する基本動作の設定を行います 

監視フォルダー設定 監視するフォルダーの設定を行います 

設定のインポート／エクス

ポート 

一括設定を行うための設定項目ファイルのインポート／エクスポートを行います 

状況確認 監視処理の状況確認、ログファイルのエクスポートを行います 

 

※各メニューの詳細については、運用管理者向けマニュアルをご参照ください。 
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5 動作確認 

 

ファイル自動整頓ツールが正常にインストールされた事の確認を行います。 

 

No 検証内容 正常動作 
正常に動作したか

（OK ／ NG） 

 1 監視パスを設定し、接続確認ができることを確認する 接続成功  

 2 
1 で接続確認後、基本設定画面にて即実行ができることを確

認する 
即実行成功  

 

以上で、動作確認作業は終了です。 
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注意： 

1. 本書の内容の一部または全体を無断で複製することは禁止されています。 

2. 本書の内容については万全を期しておりますが、万一誤りやご不審な点が見つかりましたら当社までご連

絡ください。 

3. 本書の誤りによる場合も含め、本書の内容がもとで発生した一切の損害につきましては、当社での責任

を負いかねます。 

 
 


